
 

 

 
ＪＲバス関東本部は３月８日（月）第３回代表者会議終了後、「２０１８バス

春のたたかい総決起集会」を中央本部大会議室で開催し、約６０名の組合員が結

集しました。集会では奥山中央執行副委員長から格差ベアに対するたたかいの経

過と「ＪＲ東日本会社による不当労働行為」について、遠山議長からは「1４～

１７春闘の総括と１８春闘の方針」そして「ＪＲ東労組にかけられている弾圧を

バス全国１７分会の共闘で跳ね返すたたかい」を提起しました。 

各ブロックの代表者からは「職場活動の規制と排除はこれまでの労使慣行を一

方的に無視し、会社は組合員の意見を聞かずに施策を一方的に進めたいだけであ

り、絶対に認められるものではない。」「安全・健康・ゆとり・働きがいのある職

場は労働組合にしか実現できない。当たり前の職場活動を今後も展開していく。」

「親会社の動きは社会的に許されない。春闘では賃金本質論とベアの本質の原点

に返り、本部と共にたたかい、５年連続の一律ベアと賃金格差是正に全職場全組

合員一丸となって挑もう。」と力強く決意表明されました。 
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